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日本の社会に
インパクトを。
「JAPAN COMMUNITY IMPACT（以下、 JCI）」 は、

世界最大級のトータルヘルスケアカンパニーとして​多様な事業を展開する

ジョンソン・エンド・ジョンソン（以下、 J&J）の

日本法人グループ（以下、 J&J日本法人グループ）の社員が

様々な社会貢献活動に取り組む組織です。

J&Jの企業理念 「我が信条（Our Credo）」 の

第三の責任 「地域社会に対する責任」 に基づいて活動し、

日本の社会にインパクトを与え続けていきたいと考えています。
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LEADERSHIP
TEAM

ジョンソン・エンド・ジョ  ンソン日本法人グループ
ジャパン プレジデント カウンシル（社長会）

J&J日本法人グループ社長会の下、 各社からの有志社員により運営されています。

リーダーシップチームと事務局が中核となり、 非営利団体（NPO 等）への支援、

ボランティア活動への社員の参加促進に取り組んでいます。 その二本柱の活動

はJCIメンバーとREGIONAL AMBASSADOR によって支えられており、 社会貢献

をJ&J日本法人グループ全体の文化とする大きな推進力となっています。

社 員 の 手 で 進 め る
独 自 の 社 会 貢 献 活 動

非営利団体
（NPO 等）への支援

ボランティア活動への
社員の参加促進

“良き市民”として、 社員が自発的に活動で

きる環境をつくるため、イベントやボランティ

アプログラムの企画、 運営などを実施して

います。

社会課題について考えるワークショップや講演会を
ランチタイムに開催。 社会貢献の第一歩として社
員が気軽に参加しています。

「知ることから始めよう」プログラム

被災地や福祉作業所などの商品を購入することで
支援するボランティア活動。 本社で開催の販売会
だけでなく、 通販を利用して全国に展開しています。

買うボラ・食べボラ

毎年6、 7月をボランティア月間と定め、 全国各地
にプログラムを設定。 所属組織を超えた、 楽しい
ボランティア活動の場を提供しています。

「目標は全社員の参加」 ボランティア月間

子どもが着なくなった服を社内で販売し、 その売
上金を寄付する活動。 子育て中の社員が中心となり、
2016年の開始以降、 定期的に開催しています。

子ども服チャリティーバザー

（JCI）

社会貢献活動の方針や戦略を決定し、
年間を通じて各タスクチームをリード

助成に関する事務処理等の他、  
社員への広報や各種連絡・調整を行い、  
JCIメンバーの日々の活動をバックアップ

REGIONAL
AMBASSADORMEMBERS

イベントやプログラムの実施・運営

J&J日本法人グループ内の 
社会貢献に関する文化醸成・活動促進

地域に根差した社会貢献活動の実施・運営

全国の営業拠点での活動参加促進

JAPAN COMM UNITY IMPACT

IMPACT IMPACT

01 02

JCIでは、 人々のこころと身体の健康に関わる

社会問題に焦点をあて、 その根底にある原因

の改善に向けて明確な目標と計画性をもって取

り組むプロジェクトを支援しています。 資金面

の支援に加え、 団体と協議しながら活動内容・

支援内容を決定。 目標設定と達成までのスケ

ジュールを明確にしています。 活動を進める中で、

マーケティングの知識、 タスクの優先順位付け

など、 J&J 社員が持つビジネススキルを活かして、

より良い活動ができるようサポートしています。

非営利団体（NPO 等）との協働

有志社員を主体  とした組織運営
JCI 事務局社員

「我が信条（Our Credo）」 に記された第三

の責任のもと、より良い社会を目指すとともに、

“良き市民”として、 誰もが健やかな毎日を過

ごせる社会の実現を目的に活動を行っています。

地域に密着したパートナーとの協働で、 身体

やこころ、 社会の健康をテーマとし、 長期

的な視点で社会課題の解決に取り組む非営

利団体（NPO 等）を支援しています。
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IMPACT

01

　児童養護施設を退所した

子どもたちが、 社会人とし

てのコミュニケーション不足

のために社会でうまく自立で

きないケースは少なくありま

せん。 NPO 法人 JAMネット

ワークでは、 そうした子ども

を一人でも減らすべく、 子

ども自身にコミュニケーショ

ンスキルを身につけてもらう

プログラム「ことばキャンプ」

を実施。 さらにこのプログ

ラムを全国的に展開するため、

「ことばキャンプ」インスト

ラクター養成プロジェクトを

進めています。

　本プロジェクトは、 全国

の児童養護施設のリサーチ、

認定インストラクターの養成、

全国でのプログラム実施と

マニュアル整備などを3年に

わたり取り組むもの。 これ

により、 全国の子どもたち

が自尊感情を育み、 確かな

コミュニケーション力と自ら

考え・判断する力を身につけ

る機会を増やすことが目的で

す。 子どもたちの自立のサ

ポートを進めることで、 子ど

もたちが暮らす未来の社会を、

より明るいものに変えていけ

ると信じています。

　医療や看護に携わる人々

の成長を支えることで、 東

日本大震災の復興の一助に

なりたい――本プログラム

は、 そのような思いから始

まりました。 プログラム名

は、 東日本大震災時のアメ

リカ軍による「TOMODACHI

作戦」に由来。 その内容は、

東北の被災地で看護に従事

する看護師の能力向上、 お

よびリーダーシップの構築で

す。 2018年までは被 災 地

の学生に限って受講者を募っ

ていましたが、 2019年から

は参加対象を日本全国の看

護学生および大学院生に拡

大。 関東圏を含む8名の学

生が参加しました。 さらに、

復興支援や災害看護師育

成にとどまらず、 プログラ

ム卒業生が自らの学びを次

世代の参加者に伝える、 学

びの継承イベントを実施しま

した。

　災害大国と言われる日本

において、 災 害 看 護 分 野

のリーダーを育てることで、

災害に強い医療・看護基盤

をつくり、 より良い社会環

境の創造につなげていきた

いと考えています。

　生まれてまもなく実親によ

る遺棄や虐待により命を落

とす赤ちゃんは、 2週間に1人。

日本では 「赤ちゃんの虐待

死」 が社 会 問 題 化し、 親

元で暮らせない子ども約4万

7000人の内の80％ほどが

児童養護施設で暮らしてい

ます。 この問題から目を背

けず、 子どもが幸せに暮ら

せる社会を実現していかなく

てはなりません。

　プロジェクトでは、 養親

希望者向けの「ペアレンティ

ング研修プログラムの構築」

の他、 養親の研修・審査・

その後のサポートを行う「ペ

アレンティングトレーナーの

養成」を実施。 研修のオン

ライン化・啓発キャンペーン

の動画配信なども行い、 特

別養子縁組の理解を育みな

がら養親になるための様々

なサポートを行っています。

こうした取り組みの継続が、

赤ちゃんの虐待死を減らし、

子どもたちが心身ともに健や

かに育つ環境をつくることに

つながると考え、 活動に力

を注いでいます。

子どもたちの自立支援の輪を広げていく 被災地医療・看護の基盤強化を目指す 子どもたちが、心身ともに健やかに育てる環境を

子どもたちが楽しく自発的にコミュニケーション力向上に取り組むことがで
きる「ことばキャンプ」 にとても共感しています。 実際プログラムを体験
すると、 子どもだけでなく大人にも学びが多く、 今後もっとプロジェクト
が広がっていくために支援を続けていきたいと思います。

震災経験を前向きな力に変えて地域に貢献しようという看護学生の志と、
プログラムを通じた成長に、 毎年心を打たれます。 また、 メンターや日
米の看護師・医療関係者たちがボランティアとして運営に関わり、 このプ
ログラムを育ててくれていることに感謝しています。

以前からフローレンスさんの障害児保育領域活動を応援していましたが、
実際に赤ちゃん縁組（特別養子縁組）の研修に参加させていただき、赤ちゃ
ん縁組を希望される夫妻の研修に取り組む態度や生の意見を聴き、 私自
身がより深く赤ちゃん縁組の重要性を知りました。

非
営
利
団
体
へ
の
支
援

J&J が展開する JCI の取り組み

「ことばキャンプ」

インストラクター養成プロジェクト
TOMODACHI J&J 災害看護研修プログラム

養親ペアレンティング研修プログラム構築・
ペアレンティングトレーナーの養成・

特別養子縁組の啓発キャンペーンプロジェクト

特定非営利活動法人
JAM ネットワーク

TOMODACHI イニシアチブ 特定非営利活動法人フローレンス

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
メディカル カンパニー
エチコン事業部

北野 和彦

JCI伴走者

ヤンセンファーマ株式会社
メディカルアフェアーズ本部

坪井 圭子

JCI伴走者
ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
メディカル カンパニー
デピューシンセス事業部

井田 一宏

JCI伴走者
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非営利団体（NPO 等）への
支援活動の流れ

JCIメンバーに限らずJ&J 社員
にも非営利団体（NPO 等）
の活動や社会課題を知っても
らう機会を設けています。

社員の参加

非営利団体（NPO 等）が中
心となりプロジェクトを推進。
JCIメンバーは伴走者として、
進捗確認やプロジェクト遂行
の支援を行います。

プロジェクトの実施

選 出した 複 数 の 非 営 利 団
体（NPO 等）のプ ロジェク
トの中から、 JCIメンバーが
様々な角度から精査・検討し、
助成を決定します。

助成プロジェクトの決定

それらの領域で、 長期的な
視点で問題の解決に取り組
む非営利団体（NPO 等）の
プロジェクトを一般公募にて
募集し、 選出します。

パートナーとなる
非営利団体（NPO 等）
の選出

その時々の社会ニーズにもと
づき、 支援が必要とされる
領域を議論の上で確定します。

支援領域の決定

　東日本大震災以降、 石

巻市では多くの女性が心に

傷を抱えており、 育児や就

労を継続することが難しく

なっています。

　NPO 法人石巻復興支援

ネットワークは、 そうした女

性 に 寄り添 い、 彼 女たち

がストレスと上手に付き合

いながら回復する力を身に

つけられるようにサポートす

る指導者を育ててきました。

本プロジェクトは、 新たな

手法の研修と講座を導入し、

人材育成を強化することを

目的としています。

　1年目の2019年はレジリ

エンスやメンタルヘルスケア

入門研修、 認定パーソナル

コーチ養成講座を実施。 2

年目からは、 学んだことを

他の女性に指導できるよう

なトレーニング機会を提供

し、 自らストレス対 処と自

己回復ができる女性を増や

していきます。「女 性がい

きいきと活躍する地域の実

現」 というゴールを目指し、

「やっぺす（一緒にやりましょ

う：石 巻の方 言）」 の気 持

ちで地元の女性たちと共に

頑張っていきます。

　ムラのミライが大切にして

いるのは、 社会に欠けてい

るものを投入する支援ではな

く、 地域の資源を維持・活

用し、 循環させる仕組みを

創り出していくこと。 当事

者自らが課題を発見し、 解

決していくための手法を伝

授する講習を行い、 周囲の

人も巻き込む活動へと導くこ

とを支援の主眼としています。

　本プロジェクトは、 産前・

産後の家族向けの子育てに

関するフォローアップ講座の

他、 子育て世帯を支援する

サポーターの養成講座など

を行う活動です。 子育てに

関わる当事者と周囲の人々

の意識を高めることで、「地

域で子育てを助け合える」

仕組みづくりを推進していま

す。

　現在は兵庫県西宮市で活

動していますが、 将来的に

は他の地域でも展開してい

きたいと考えています。 子

育ての時間が楽しく、 豊か

なものになれば、 家族の笑

顔も増えるはず。 それは子

どもの健やかな成長を促し、

より良い未来の創造につな

がると考えています。

　男女間における暴力は後

を 絶 ちません。 内 閣 府 男

女共同参画局の調査による

と、 女性の約3人に1人が配

偶者から、 約5人に1人が交

際相手から暴力を受けたこと

があるという結果が出ていま

す。 この深刻かつ許しがた

い問題に苦しむ女性のため

に、 東 京 YWCA は2016〜

2018年度のプロジェクト助

成において、 DV 被害者の

支援者育成に注力してきまし

た。 本プロジェクトは、 そ

こで培った経験や修了生のコ

ミュニティ・ネットワークを活

用して、 被害者の人権を考

慮し、 本人の思いや希望を

中心においた支援（サバイ

バー主導の支援）を普及し

ていきます。 社会的にもDV

の構造や被害者の理解が不

十分な中、 被害者への二次

被害を防ぎ、 支援者自身も

サポートし合うネットワークを

持ちながら支援を続けていけ

る「仕組み」を構築すること。  

それが、 3年かけて取り組

む本プロジェクトの目標で

す。 DV 被害者が安心して

相談でき、 充実した支援を

受けられる状況をつくることで、

被害者の社会復帰につなげ

ていきたいと考えています。

ストレスを抱える女性の自己回復力向上のための

人材育成事業プロジェクト

西宮で広げる、

地域で助け合う子育ての輪プロジェクト

DV被害者支援におけるサバイバー主導の

支援普及プロジェクト

石巻の女性たちが、 いきいきと活躍できるように子育てを助け合い、 より良い未来をつくる DV被害者の一日も早い社会復帰を実現する

私が生まれた街でもある震災で被害を受けた宮城県石巻市のためにできる
ことはないかと思い、 JCI 助成プログラムで採択されたプロジェクトの伴走
支援をしています。 故郷の人たちとつながる縁をいただいたことに感謝し、
これからも長く関わっていきたいと思います。

母親たちが自ら課題解決の仕組みづくりや支援者を養成するという内容に
共感し支援しています。 その手法 「メタファシリテーション」 は、 相手
の自尊心を高め対等な関係を築くためのすばらしい技術。 私自身も学び、
コミュニケーションの上で意識して取り入れています。

東京 YWCA 様とワークショップ「行政への戦略的アプローチ」を行いました。
具体的には、 課題に対して必要な支援を、 実際に行政に伝えるストーリー
を要望書の形で作成しました。 DV 被害者支援へのサポートは、「我が信
条（Our Credo）」 の 「地域社会に対する責任」 を実感できるものでした。

特定非営利活動法人
石巻復興支援ネットワーク特定非営利活動法人ムラのミライ 公益財団法人 東京 YWCA

プロジェクトは1年ごとで管理。
報告書を元に効果を検証し、
継続・内容変更などを議論し
ます。

プロジェクト効果の検証

ジョンソン・エンド・ジョンソン日本法人グループ
JAPAN COMMUNITY IMPACT

小園 高寛

JCI伴走者
ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
ビジョンケア カンパニー
社長室

佐々木 紀夫

JCI伴走者

ヤンセンファーマ株式会社
インテグレイテッド・マーケットアクセス本部

中西 哲帥

JCI伴走者
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西宮から、子育てを助け合う輪を広げていく

特定非営利活動法人ムラのミライ
研修事業チーフ

原 康子さん

　ムラのミライは、 国際協力の現場で開

発した「メタファシリテーション*」を使い、

地域の住民が主役となって自ら課題を解

決できる、そのような人材を育成し、 幸

福で元気な社会をつくるお手伝いをしてい

ます。 2018年よりJ&J日本法人グループ 

の支援を受け、 西宮市のグループ、  

a little（ア・リトル）と一緒に始めた「西

宮で広げる、 地域で助け合う子育ての

輪」 プロジェクト。 子育ての実態調査

に始まり、 実態をもとにした様々な活動

は、 とても1年では終わりません。 だか

ら3年にわたり助成いただけるのは、 と

てもありがたいことです。 それに、 ビジ

ネスのノウハウとスキルを持った社員さ

んたちが、「メタファシリテーション」 を

理解した上で団体の運営や現場活動に

ついてもアイデアや的確なアドバイスを

くださるので、 気軽に相談させてもらっ

ています。 さらに、 助成する側・される

側という関係を超え、 目的を同じくする

伴走者として支援してくださっているの

を実感しています。 またJ&Jというグロー

バル企業の社会貢献活動に触れたことで、

他の企業への助成申請や協働企画にも

挑戦していけるようになり、 私たちの活

INTERVIEW

ヤンセンファーマ株式会社
信頼性保証本部

伊藤 佐和

　コミュニティのネットワークが薄れ、

核家族化が進んでいます。 子育て

家族が主体的に自らの課題を解決す

るために、 当事者と周りの方々をエ

ンパワメントし、 サポートすることは

重要です。 より良い成果を出すため

に自分に貢献できることがあればと、

チームの一員として関わりました。

　まず 「メタファシリテーション」

の講座を受け、 団体の強みを実感

しました。 また、 OPENな会話を通

じ、 お互いのアイデアや考えをぶつ

け合うことで一つのチームとしてアク

ションをより良く成長させられたと思

います。

　3年間で地域課題が解決するわけ

ではありませんが、 エンパワメント

された方々がさらに活躍し、 社会に

変化を起こすことを楽しみにしていま

す。 また多くの地域の方にこの取り

組みを知っていただくことで、 変革

を伝播させていけたらと思っています。

変革を伝播
させていきたい

動の可能性は、 この関わりを通して大

きく広がりました。

　今も多くの人たちが 「助けて」と言

えずに、 母親だけ、 家族だけで子育て

を抱え込んでしまっている現状があります。

活動開始から2年目には、 産前・産後

の家庭訪問を始めました。 少しずつで

すが、 行政や生活協同組合、 社会福

祉協議会との協働も始まりつつあります。

また今回ご支援いただいたことをきっか

けに、 子育てを助け合う活動が広がり、

各地で同じような活動をされている方た

ちとつながっていくことも期待しています。

　J&J日本法人グループの皆さんには、

プロジェクトが終了しても相談相手として

「伴走」していただきたいと思っています。

1 生後2週間の赤ちゃんの沐浴サポート　2 月1回の、

ムラのミライとア・リトルの定期ミーティング。 前月

の活動進捗確認や今後の計画、 活動を行う上で

の課題を共有　3 ア・リトルによる、 産前・産後

の家族が西宮市で活用できる様々な行政・民間サ

ポートの紹介講座。 外部サポート活用に抵抗感を

持つ産前・産後の女性たちが、 もっと気軽に地域

でのサポートを受けられるよう、 実際にサポートを

活用した家族の例も学びながら知識を身につけてい

く　4 地域子育てサポーター養成講座で 「視覚支

援」 について説明する臨床心理士の河西陽子さん。

知的な障がいがある子には㈱おめめどう「巻物カ

レンダー®」 で説明すると、 1〜31日の時間的な距

離感がひと目でわかり、 自分でも確認できる　5 月
1回の定期ミーティングでメタファシリテーション手

法を学ぶア・リトルのメンバー

プロジェクト名	� 西宮で広げる、地域で助け合う子育て

の輪プロジェクト

活動内容�	� 子育て中の家族、および子育て世帯を

支援したいと考える地域の人を対象と

した様々な支援プロジェクトを展開

URL　　　　   　�http://muranomirai.org/

projectsummary_kosodatenowa

特定非営利活動法人ムラのミライ

＊メタファシリテーションとは、当団体の代表が確立した、

事実のみを質問していくことで思い込みに囚われること

なく課題解決につながるプロセスをつくりだす手法です。
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ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
メディカル カンパニー

市場管理部

伊藤 紀子

プログラム名
宮城県石巻 Umihama そうじ
～子供たちが安心して遊べる海へ

支援団体
一般社団法人 石巻海さくら

　宮城県石巻市のビーチクリーン活動をお手伝いしています。

被災地は時の流れと共に復興が進み、 震災を知らない子ども

が増えていますが、 今でも心の傷が癒えない方が多数います。

また海では行方不明者捜索活動も行われています。 清掃だけ

でなく子どもたちへの伝承の活動もお手伝いするなどして、もっ

と地元の方と触れ合い、寄り添って活力を与えていきたいですね。

プログラム名
ピカピカに掃除して、病気のお子さんとご家
族に笑顔を届けよう！・利用者の夕食を提供して、
病気のお子さんとご家族に笑顔を届けよう！

支援団体
ドナルド・マクドナルド・ハウス おおさか健都

　ドナルド・マクドナルド・ハウスは、 病気のお子さんとその

家族のための滞在施設です。 通常の清掃ボランティアに加え

て、「治療や看病で満足な食事をとることが難しいお子さん

とご家族に勇気を届けたい！」という思いから、 夕食をプレゼ

ントする活動を立ち上げました。 施設利用者の皆さんからは

お礼の言葉をいただき、 私たちボランティアも勇気づけられ

ました。 この感動と勇気を多くの方に体験していただくため、

他のハウスにも展開したいですね。

プロジェクト名
SmileSmilePROJECT

支援団体
特定非営利活動法人ジャパンハート

　小児がんと闘う子どもたちとその家族

に医療体験を提供しています。 医療を

身近に感じ、 治療に立ち向かう勇気を

得てもらえればという思いから、 活動

を始めました。 この医療体験には小児

がんのお子さんの治療をそばで支える

家族にも参加してもらっています。 当

初はメディカル カンパニーの1部門から

スタートしましたが、 一昨年からヤン

センファーマの有志がブースを出すなど、

活動は徐々に広がっています。 これか

らさらに拡大させていきたいですね。

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
メディカル カンパニー
デピューシンセス事業部

井田 一宏

ヤンセンファーマ株式会社
オンコロジー事業本部

逸見 啓太

プログラム名
平和記念式典 介助ボランティア

支援団体
広島市社会福祉協議会

　平和記念式典の介助ボランティアに参加

しました。 式典は参列者が多く、 介助が

必要な方へのお声掛けのタイミングや方法、

待機場所などを工夫しました。 小さな段差

やスロープ、 お手洗いのタイミングなどでも

細かな配慮が求められ、 ご高齢者、 身体

の不自由な方のご苦労を実感。 日常生活

における「困っている方に手を差し伸べる」

意識につながりました。 来年以降も「One 

J&Jの社会貢献」として継続したいです。

「困っている方に手を
 差し伸べる」 意識を醸成

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
メディカル カンパニー
バイオセンスウェブスター事業部

小山 佳奈実

ヤンセンファーマ株式会社
ニューロサイエンス事業本部

橋口 信博

　石川県加賀市の限界集落で、 地元

の子どもたちと社員の子どもたちが限

界集落の生活を体験するキッズキャン

プを実施しました。 NPO 法人 NICE の

国際ワークキャンプと協力して英語によ

るワークショップも取り入れ、 貴重な

交流になったと思います。 多くの社員

が参加し、 限界集落の生活に理解を

深める良い機会になりました。 この支

援活動から支援の輪が広がっていくこ

とを期待しています。

プログラム名
石川県加賀市　限界集落での国際
キッズキャンプお手伝い

支援団体
特定非営利活動法人　
NICE（日本国際ワークキャンプセンター）

限界集落の
生活を実感！

石巻の方々と
触れ合い、
寄り添っていきたい

病気のお子さんと
ご家族に勇気を！

がんと闘う子どもと家族に、
医療体験を提供
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2019年に J&J 日本法人グループ社員が参加したボラン ティアプログラム

地域社会への貢献

地域社会への貢献活動を展開する

ことで、 日本の未来をより良いもの

にすることができます。 清掃活動の

他、 地域を支援する様々な活動を

全国で展開しました。

特定非営利活動法人フローレンス

障害児保育園の子どもたちに
手づくりおもちゃを届けよう 

（東京）

特定非営利活動法人 BLACKSOX

障がいのある方と一緒に楽しむ
チャレンジテニス！

（神奈川）

静岡県立清水特別支援学校

小・中学部運動会サポート

公益財団法人ドナルド・マクドナルド・ハウス・ 
チャリティーズ・ジャパン

利用者に夕食を提供して、 病気の
お子さんとご家族に笑顔を届けよう！

（府中・大阪・福岡）

株式会社スワン
障がい者雇用の場を作り、
自立と社会参加を応援する

スワンベーカリー販売会サポート
（東京・本社）

特定非営利活動法人 Jin

福島県浪江町訪問＆
農作業ボランティア

特定非営利活動法人 Place To Glow

復興中の宮城県南三陸町の
仲間とともに作る
交流ボランティア

一般社団法人 石巻海さくら

宮城県石巻 Umihamaそうじ
～子供たちが安心して遊べる海へ

南相馬市ボランティア活動センター

復興支援ボランティア活動

南三陸町観光協会 「南三陸応縁団」

南三陸 海の見える命の森  
公園整備

福島県富岡町 
ナショナルトレーニングセンターJヴィレッジ

富岡町でワイン栽培
＋J-VILLAGE 訪問： 

東北の今を知るボランティアツアー

認定 NPO 法人あっちこっち

被災地へお菓子を届ける会
お菓子作りボランティア

とみおかワイン葡萄栽培クラブ

富岡町小浜の帰還困難区域の
見学＆ワイン栽培場除草作業

特定非営利活動法人 
南三陸ミシン工房

    まだまだ支援が必要です。
南三陸復興支援の旅2019

陸前高田市

陸前高田応援マラソン
運営ボランティア＋ラン参加

NPO 法人遠野まごころネット
釜石市ソーシャルファーム＆ワイナリー

釜石あまほらヴィンヤード

釜石・大槌復興ボランティア

認定 NPO 法人 ReBit

小・中学校向けLGBT 教材
Ally Teacher’s Kit 箱詰め作業

（東京）

（認定）特定非営利活動法人 シェア 
＝国際保健協力市民の会

カンボジアで乳幼児健診に使う 
ぬいぐるみを作ろう 
（東京・本社）

公益財団法人日本補助犬協会

もっと知って補助犬キャンペーン
春のチャリティー大運動会 

運営サポート
（東京）

大阪水上隣保館　 
児童養護施設遥学園

児童養護施設の子どもたちと
思いっきり遊ぼう/ 思い出作り

（大阪）

公益財団法人ドナルド・マクドナルド・ハウス・
チャリティーズ・ジャパン 

チャリティーリレーラン

社会福祉法人ぐりーんろーど

横浜の通所施設ぐりーんろーどの
みなさんと新横浜駅バスロータリー清掃

（神奈川）

NPO 法人くれおん
英語の授業やカフェ運営サポート

～ハンディを持つ人達と、
一日を一緒に過ごしてみませんか？～

（埼玉）

社会福祉法人 柚の木福祉会　 
「レストランゆずのき」

食べるボランティア、
障がい者スタッフのみなさんとの交流

（福岡）

認定 NPO 法人ファミリーハウス

清掃ボランティア
（東京）

認定 NPO 法人ファミリーハウス

ファミリーハウスに飾る
ガーランド作り

（東京・本社）

公益財団法人ドナルド・マクドナルド・ハウス・
チャリティーズ・ジャパン

ピカピカに掃除して、 病気の
お子さんとご家族に笑顔を届けよう！

（東大・府中・世田谷・名古屋・埼玉・
福岡・仙台・大阪）

社会福祉法人雲柱社 賀川学園

教室を飾る壁画の作成
（東京・本社）

社会福祉法人雲柱社 賀川学園

療育センターの清掃ボランティア
（窓ふき＆床みがき）

（東京）

認定ＮＰＯ法人 
北海道障がい者乗馬センター

馬や騎乗者との触れ合いを楽しもう
障がいのあるお子さんの
乗馬訓練補助＆馬の世話

（北海道）

特定非営利活動法人 
しんぐるまざあず・ふぉーらむ
ひとり親家庭の子どもたちに 

医療のお仕事体験を提供しよう 
（東京・本社）

特定非営利活動法人フローレンス

障害児訪問保育アニーの遠足旅行
（千葉・葛西臨海公園）

特定非営利活動法人フローレンス

子どもたちが遊ぶ障害児保育園を 
キレイにしませんか？ 

（東京）

特定非営利活動法人日本渚の美術協会

ビーチクリエーション・ 
ビーチハンドラフトワークショップ 

（神奈川）

高齢者あんしんセンター麹町

ハンドマッサージ＆クイズ
（東京）

東日本大震災
復興支援

東日本大震災の被災地は今も復興の

途上にあります。 2019年も多くの社

員が東北で活動しました。
主に営 業 拠 点で勤 務する
全 国 の 営 業 社 員 の 参 加
促 進 を 目 的 に、 Regional 
Ambassador（RA）チ ー ム
を結成。 自ら名乗りを上げ
た全国各地のRAメンバーが、
カンパニーを超えた地域社
員を巻き込み、 地域に根差
した活動を盛り上げています。

REGIONAL 
AMBASSADOR

上記は、 J&J日本法人グループ社員が2019年に参加したプログラムの一部です。 上記以外にも、 全国各地で様々な分野の活動に多くの社員が取り組んでいます。

有限会社ココ・ファーム・ワイナリー
障害者支援施設こころみ学園の

園生が働くココ･ファーム･ワイナリー
でのぶどう栽培のお手伝い

（栃木）

トロピカルビーチでのごみ拾い
（沖縄）

桜島を望む重富海岸で
松林清掃活動
（鹿児島）

愛・地球博記念公園
清掃ボランティア

（愛知）

全国一斉清掃
全国34拠点、 430名が参加して

オフィス周りの清掃を実施

障がいのある方や、 社会生活を営む

上で困難を抱える方、 病気の子ども

とその家族などに対する多様な団体

の様々な活動を通じて、 人に寄り添

う支援を行っています。

人に寄り添う支援

地域を活性化
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　JCIでは自然災害の被災地支援を継続的か

つ多角的に行っています。 2019年は、 東日

本大震災の被災地支援として現地の物品販

売会を3回実施。 購入者はのべ895名にのぼ

り、 約150万円を売り上げました。また社員

による被災地復興支援活動では宮城・福島・

岩手各県への交通費を補助、 東北復興支援

のボランティアツアーが組まれています。

　2019年に甚大な被害があった台風15号・19

号では、 災害ボランティアへ向かう交通費や

備品購入費の補助、 災害ボランティア保険の

加入代行を実施、また災害ボランティアプロ

グラムを立ち上げ参加者を募り、 栃木、 福

島、 長野などの被災地での社員の活動を支

援しました。その他、 社内募金や「Donate 

a Photo」の支援プログラムを立ち上げました。

JCIが同額マッチングをする社内募金には総額

557,300円が集まり、「Donate a Photo」には

15,363枚の写真が投稿されて1,674,106円の支

援につながりました。また、台風で被害があっ

たりんご農家を支援しようと、りんごの販売

会を実施。 計85,200円の購入がありました。

　近年、自然災害は毎年のように起きてお

り、どこが被災地になってもおかしくありません。

JCIは社員がボランティア活動に参加しやすい

状況をつくるため、 様々な支援を実施してい

ます。 ボランティア参加の呼び掛けだけでなく、

交通費の援助など、 活動にかかる様々な負担

軽減も行っています。また現地に行くことがで

きない社員には、 ふるさと納税や募金の窓口

を紹介、 災害で苦しむ現地の方 へ々の支援に、

今後も力を注ぎます。

M o d e s t  G r a n tプログラム
社員の 「優しさ」 に JCI が応える

小
さ
な
取
り
組
み
の

積
み
重
ね
を

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
メディカル カンパニー

バイオセンスウェブスター事業部

新井 文乃

　地域活性化メンバー（RA）として

横浜エリアの地域活動を立ち上げ、

障がい者通所施設を運営する社会

福祉法人ぐりーんろーどと協働して

様々なボランティアに取り組みまし

た。 Modest Grant申請のきっかけは、

同法人が通所の障がい者と地域社

会のつながりを広げるためにパンの

対面販売を始めようとしていること

を知り、 ぜひ支援をしたいと思った

ことです。 JCIの協力により、 支援

の輪を広げることができて本当に良

かったと思っています。 地域発のボ

ランティア活動は、 小さな取り組

みの積み重ねで支援を継続すること

が重要です。 今後もより多くの地

域活動を立ち上げ、 ボランティア

活動を推進していきたいと思ってい

ます。

支援団体一覧（2019年）

1. 特定非営利活動法人福島やさい畑～復興プロジェクト／2. 特定非営利活動法人ファザーリング・ジャパン
関西／3. NPO 法人 DAREDEMO HERO ／4. 特定非営利活動法人 DxP ／5. 特定非営利活動法人 RDA 横浜／ 
6. 社会福祉法人いのちの電話／7. 一般社団法人ユニバーサルデザインいしかわ／8. 公益財団法人日本ヒュー
マン・ライツ・ウォッチ協会／9. 特定非営利活動法人セミナ～レ／10. 特定非営利活動法人 BLACKSOX ／ 
11. 特定非営利活動法人ハビタット・フォー・ヒューマニティ・ジャパン／12. 社会福祉法人鐘の鳴る丘愛誠会　
鐘の鳴る丘少年の家／13. 特定非営利活動法人 NICE（日本国際ワークキャンプセンター）／14. 一般社団法
人スペシャルキッズサポート振興協会／15. 社会福祉法人今川学園／16. NPO 法人風の音／17. 社会福祉法人
ぐりーんろーど／18. 特定非営利活動法人アスデッサン／19. 認定 NPO 法人北海道障がい者乗馬センター／ 
20. 認定 NPO 法人セカンドハーベスト・ジャパン／21. 特定非営利活動法人ぷれいす東京／22. 特定非営利活
動法人南三陸ミシン工房

　「良い活動なのに資金が足りない……」

「もう少し資金が集まればこういったことが

できるのに……」。 Modest Grant は、 通

常業務のかたわらでボランティア活動に取

り組むJ&J日本法人グループ社員のそんな

思いに応えるプログラムです。

　JCI は、 社員による自発的な社会貢献

活動を応援する少額寄付プログラムとして、

年に一度、 社員に申請を募り、 応募され

た推薦団体に対し、 寄付を実施しています。

2019年は22団体に対し最大30万円の寄付

を行いました。

　特定非営利活動法人などの理念に共感

し、 その活動に参加している社員の、 多く

の小さい 「優しさ」 に寄り添いたい。 JCI

はこれからも社員の自発的な活動を応援し

ていきます。

企業文化としての社会貢献

社員の貢献度に応じて寄付金を提供

社員から会社へ支援の申請

被災地の復興を様々な形で支援

被災地支援

　Skill Based Volunteer*とは、 非営利団体

（NPO 等）の理念に共感した社員が、 日常

業務を通じて培ったビジネススキルを活用し、

社会問題の解決能力を身につけていただく支

援などをすることです。

　2019年は、 認定 NPO 法人 発達わんぱく

会がコンサルティング事業として行っている

「全国の児童発達支援事業所に対する運営

支援」を効果的に進める仕組みを構築する

ため、「ロジックモデル」 の手法（ある施策

が目的に達するまでの論理的因果関係を一

枚図にするもの）を導入。 これにより、 体

系化された支援プログラムがない、 人材不

足、 顧客ニーズの把握困難などの課題を特

定し、 発達わんぱく会がより円滑に支援先

事業所を支援できるスキームの構築をお手伝

いすることができました。

　発達わんぱく会からは「とりまとめていた

だいた内容は、 今後の運営支援事業の骨太

な指針として、 長く活用させていただきます」

といった感想をいただき、 活動の手応えを感

じています。

　社員のスキルを活かした支援活動を、 さら

に発展させていきたいと考えています。

プロジェクト名	� 全国の児童発達支援事業所に対する運営支
援を効果的に進めるための仕組みの構築

支援団体	 認定 NPO 法人 発達わんぱく会

URL	 https://www.wanpaku.org/index.html

活動内容	� 児童発達支援事業所が黒字運営を実現す
るため、事業所の現状分析、課題解決の
優先順位を決めるなどの支援を実施。

*Skill Based Volunteer
通称 「プロボノ（Pro bono)」と呼ばれる

各分野の専門家が、職業上もっている知識・

スキルや経験を活かして社会貢献するボラ

ンティア活動に倣い、 J&J日本法人グルー

プ社員が、 仕事を通して身につけた知識・

スキルを用いて、 非営利団体（NPO 等）

の運営を支援する仕組み。

Skill Based Volunteer
社員のビジネススキルを活かした支援活動
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計約60,000,000円

357,690円

計6団体

社内に設置された社会貢献自動販売機
「夢の貯金箱」 による寄付金額

JCI がプロジェクト助成により支援した

非営利団体数および寄付金額

84,025,338円

2019年に拠出した支援総額

371,226円

口唇口蓋裂の子どもの治療に関する
社員の寄付金額

　エンパワメントかながわは 「すべての

子どもが自分自身を大切に思い暴力に遭

わずに安心して生きていく社会」 を目指

す NPO 法 人 で す。 2019 年 は Donate a 

Photo のご支援によって、 約3,000人の

子どもたちにクラス単位のワークショップ

を提供。 子どもたちは、 安心して自信を

持って自由に生きる権利があることを知り、

もし暴力に遭った時に「NO（いやだと言っ

ていい）」「GO（逃げてもいい）」「TELL（誰

かに話して助けてもらっていい）」 を学ぶ

ことができました。「今までいやだと言っ

たら逆にいじめられるかなと思っていたけど、

“いやだ”と言っていいことを知りました」

「一人で悩まず、 家族や友達に相談した

いと思いました」といった感想が寄せられ

ています。 私たちは 「暴力を受けていい

人は一人もいないこと」 を伝え続けます。

D o n a t e  a  P h o t o
一枚の写真から始める社会貢献

2019年の社会貢献活動
数字で見る

特定非営利活動法人エンパワメントかながわ 
理事長

阿部 真紀さん

特定非営利活動法人
エンパワメントかながわ

●  Save the Children
●  Operation Smile

暴
力
に
遭
わ
ず
、
安
心
し
て

生
き
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
て

一枚の写真から始める社会貢献
Donate a  Photo

1
ダウンロード

無料モバイルアプリ「Donate a Photo」
をダウンロードします。

2
支援先を選択

サポートしたい
プログラムを選択します。

3
写真を投稿

アプリで写真を撮るか、
端末内の写真を1枚選択
して投稿します。

完了
4

J&Jが、 あなたがサポー
トしたいプログラムに対
し、 あなたの代わりに 
1ドルを寄付します。

投稿された写真をJ&Jが第三者に提供することはありません。 詳しくは利用規約をご確認ください。 https://www.donateaphoto.com/ja_JP

女性と子どもの健康 保健医療健全な家庭 環境保全

世界的な疾患の問題 教育と機会均等必要不可欠な手術 緊急支援

使い方

「Donate a Photo」 は、 アプリから写真を投稿すると、 写真1枚につき1ドルをJ&Jが投稿者の 

代わりに寄付するプログラムです。 世界中の人々がスマホを通じてつながり、 思いを共有できます。

2019年の支援団体

Donate a  Photo が支援するプログラムのカテゴリー

●  一般社団法人 Colabo
●  �一般社団法人エル・システマジャパン 
● � 特定非営利活動法人エンパワメントかながわ
● � 特定非営利活動法人ホームスタート・ジャパン

●�  特定非営利活動法人マドレボニータ
●�  特定非営利活動法人サンカクシャ
●�  社会福祉法人中央共同募金会

国内 海外

Google Play App Store 146,500個分

リサイクル目的で回収された
使い捨てコンタクトレンズの空ケース

160,928枚

約17,500,000円

Donate a Photoの投稿枚数と
拠出した支援金額

例えば
こんな写真

296,422円

社員の自発的な活動による寄付金額

約200プログラム

延べ4,487名

社員のボランティア参加人数

P6〜9で紹介しています

計22団体

計約5,500,000円

Modest Grant

支援団体数および

寄付金額

計2,548,250円

JCI が支援した買うボラ・食べボラ売上金額
（支援総額には加算していません）
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J&J における D&I の取り組み

D I V E R S I T Y  &  I N C L U S I O N

　J&Jでは、 社員全員にとって働きやすい環境を

整え、 ダイバーシティとインクルージョンを浸透し

推進することを目的に、 ライフイベントに合わせ

て活用できる様々な取り組みや制度を設けています。

在宅勤務をはじめとした働き方の多様化を推進す

る施策や、 男性の育児休業・育児参加推進施策

も複数設置。 また、 介護休業制度の他、 同性

パートナーを持つ社員が社内規程や各種福利厚

生が同等に適用される制度や、 ボランティア休暇

といった施策も設け、 社員の個性と多様な働き方

を応援しています。

多様な働き方の選択肢

　多様な消費者や患者さんに製品をお届けする

J&Jでは、 購買においてもダイバーシティを重視し、

女性や LGBT の方々が経営する企業、 営利を追

求するだけでなく社会貢献を目的とした団体から

の調達も推進しています。

サプライヤーダイバーシティ

J&JのD&I（ダイバーシティ＆インクルージョン）の活動は、「我が信条（Our Credo）」 に基づき、

Japan President Council（社長会）、 ERG（社員の自発的なグループ）、

HR（人事部門）などが連携しながら、 常に社員が中心となって推進。

だれもが受け入れられていると感じられる環境を築き、 ヘルスケアを進化させることにつなげていきます。

　特定のダイバーシティ領域に関する啓発などを

行う社員の自発的なグループです。 ジェンダーダ

イバーシティと女性のリーダーシップ開発に取り組

むWLI（WOMEN'S LEADERSHIP & INCLUSION）、

LGBT に関する理解啓発とD&I 文化の醸成を推進

するO&O（Open&Out）、 障がいの有無にかか

わらずお互いが多様性を認め合い、最高のパフォー

マンスを発揮できる環境を目指すADA（Alliance 

for Diverse Abilities）の3グループが活動。 テー

マを設けたイベントを実施する他、 対外ネットワー

クを通じたレピュテーション構築も行っています。

ERG（Employee Resource Group） 

企業文化としての社会貢献
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　社会貢献の輪をアジアへ広げる「GCI 親善大使」。 1年にわたる任期の間、
社会貢献への思いや経験をブログ、 広報紙を通じてアジア各国の大使や周囲
の社員、 家族、 友人と共有します。

GLOBAL COMMUNITY IMPACT（GCI）
親善大使

　J&Jは1988年から世界中の口唇口蓋裂の子どもたちの治療を支援しています。
2015年よりグローバルの全カンパニーで活動を開始。 日本では2019年に7名

（累計42名）の社員が医療ミッションを経験しました。

Operation Smile

　私たちが住む世界では、 人と人とがつながることで、 様々な可能性が広まっ
ています。 そして、 人間同士の関係をより良い方向に築いていくことで、 す

べての人に健康をもたらすことができるようになります。
　J&Jは、 持続可能で拡張性のあるインパクトを生み出せる独自の立場にある
5つの分野で、 人財、 専門知識、グローバルパートナーシップを活用することで、
より健康で公平な未来を目指します。

Our Vision for  2030

　J&Jの環境・社会・ガバナンス（ESG）に関する取り組みの進捗について記し
たレポートです。より良い健康を促進するための人財への投資、 責任ある事業
の推進、 環境の保護に向けた世界の取り組みの成果や進捗を紹介しています。
過去のレポートを掲載 https://bit.ly/2WDTaBt

ヘルス・フォー・ヒューマニティー・レポート

　J&J は、 2030年までに100万人の看護師、 助産師、 地域の保健ワーカー
への支援を通じて、 5大陸10地域の保健システムを強化し、 推定1億人の人々
のケアの質を向上させることを目指しています。

Center of  Health Worker Innovation

J&Jがグローバルで展開する社会貢献活動は 「我が信条（Our Credo）」 に記された

「我々が生活し、 働いている地域社会、 更には全世界の共同社会に対する責任」 を体現して、

国際社会に対しても様々な社会貢献活動を展開しています。

グ ローバ ルでの 取り組み

H E A LT H Y  S O C I E T Y  AWA R D

キッザニア東京・病院パビリオン出展

クオリティ・オブ・ライフの向上に貢献した方々を称える

　小児科医から国際保健医

療、 看 護 師 育 成の現 場で

長年にわたり経験を積まれ、

現在は笹川記念保健協力財

団会長を務められています。

住民中心のプライマリー・ヘ

ルスケアが実践される社会

を目指すべく、 人々の意識

改革を推し進められています。

　1997年よりフィリピンに滞

在、 2000年に貧困層の妊

婦のお産を手助けする診療

所を自費で開設。 同診療所

は後 年、 現 地 地 方 行 政の

認可を獲得。 地域住民の妊

産婦診察と出産、 一般診療

を無償で続けており、 現地

で欠かせない存在となってい

ます。

　J&J日本法人グループでは、 東京・豊洲にあるキッザニア東

京のオフィシャルスポンサーとして「病院」 パビリオンを出展

しています。 パビリオンでは、 実際に医師や看護師や薬剤師、

救急救命士として、 手術や赤ちゃんのお世話、 処方箋に合わ

せた薬の準備、 救急活動等を体験。 医療という重要な仕事

を幼い頃に体験してもらうことで、 命の大切さ･ 命の重みを伝

えるとともに、 自分の身体や健康への意識向上を図っています。

また、 こうした仕事の意義や役割を知ることで、 子どもたちが

将来を考える際の選択肢となることを期待しています。

　様々な研究機関で遺伝子

治療を研究。 パーキンソン

病、 筋萎縮性側索硬化症、

アルツハイマー病などの遺

伝子治療を開発してこられま

した。 2010年、 台 湾で世

界初のAADC 欠損症の遺伝

子治療に成功。 超高齢社

会を迎える今後、 その研究

開発に注目が集まるでしょう。

　看護師としての経験を積

まれた後、 2000年に認知

症グループホーム福寿荘を

開設。 重度認知症の高齢

者とその家族への支援に尽

力し、 地 域の介 護 医 療 発

展の一翼を担われています。

認知症ケアの品質向上とケ

ア方法の確立に向け、 今も

精力的に取り組まれています。

　研修医時代、 心の問題を

持つ患者さんの多くが幼少

期の親子関係に悩んでいる

ことを知り、 親子関係研究

に従 事。 最 先 端の脳 科 学

的技術を駆使し、 子育てと

子ども虐待の理解につなが

る成果をあげました。 現在

も親子の支援につながる研

究を続けられています。

公益財団法人
笹川記念保健協力財団
会長

喜多 悦子さん

長年の
国際保健医療経験を
日本の地域医療に還元

自治医科大学神経内科学
特命教授
東京大学医科学研究所遺伝子・
細胞治療センター
特任教授

村松 慎一さん

遺伝子治療を
実用化

NPO 法人
NEKKO 貧しい母子のための
診療所担当

冨田 江里子さん

フィリピン
「貧しい母子のための
診療所」 で奮闘

有限会社ライフアート会長
グループホーム福寿荘
総合施設長

武田 純子さん

認知症の方ご自身が
納得できるケアを
実現

理化学研究所
脳神経科学研究センター
親和性社会行動研究チーム 
チームリーダー

黒田 公美さん

脳科学的手法で、
親子関係の理解と
支援につなげる

パイオニア部門医師部門教育者部門 ボランティア部門 医療・介護従事者部門

受賞者の皆様。 左から、

冨田江里子さん、 喜多悦子さん、

村松慎一さん、 武田純子さん、

黒田公美さん

すべての人が健康で安全な住まい、

仕事場、 遊び場を持つ世界。

健康に関する革新的で全体的なソリュー

ションが、 病気の課題や疫病を世界

的に予防・制御し、 撲滅する世界。

現 在と将 来の医 療 従

事者が、 質の高い医

療を提供するために必

要なスキルを持つ世界。

すべての女性と子ど

もが、 健 康な未 来

を作っていくことが

できる世界。

安全で必要不可欠な

外 科 医 療 に、 すべて

の人がタイムリーにア

クセスできる世界。

SDG 3
SDG 5
SDG 17

環境衛生
世界的な

病気の課題

医療従事者

女性と子どもの健康

必要な手術

ヘルシー・ソサエティ賞は、 健全な社会と地域社会、 国民のクオリティ・オブ・

ライフの向上に貢献した方々を称える目的で、 公益社団法人日本看護協会と

J&J日本法人グループによって2004年に創設。

2019年に第15回を迎えました。

ヘルシー・ソサエティ賞公式ウェブサイト：http://www.healthysociety-sho.com/
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　2019年、 JCI がリードし社員皆が J&J の文化のみならず地域

社会に貢献してくれたことで、 我々の支援を必要とする人々

に良いインパクトを与えることができました。 また、 社員皆

に社外のパートナーと新しい関係を築く機会も提供でき、 同

僚や社会へ我々のコミットメントを示すことが可能となっていま

す。 日頃より社会貢献プロジェクトへ積極的に参加されている 

JCIメンバーには、 様々な活動を通じてリーダーとしてのスキルや能

力を発揮し、 会社全体を広い視野で見ながらJ&J日本法人グループ 

としての心構えの構築にも協力していることに感謝しています。

　2019年のボランティア月間では、 各種ボランティア活動への参

加率が2018年に比べ230％向上しました。 さらに、 JCI 主催のボ

ランティア活動への参加者は3,097名に達し、 2018年の1,300名

を飛躍的に上回りました。

　2019年の功績を祝福する一方で、 新型コロナウイルスの感染

拡大により地域社会が新たな試練に直面しています。 今こそ「社

会への還元」というカルチャーを構築していくときです。 これまで

よりさらに多くの仲間が社会貢献活動に参加してくれるように一

緒に働きかけましょう。 皆さんのリーダーシップによって、 J&J 社

員も社会貢献への道筋を見いだし、「我が信条（Our Credo）」

を実践することができるようになるのです。 それが我々の果たすべ

き使命なのです。
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今こそ「社会への還元」 の
カルチャーを構築するとき

ヤンセンファーマ株式会社
代表取締役社長

JAPAN COMMUNITY IMPACT チェアマン

クリス・フウリガン

　COVID-19の感染者が世界中で激増していま

す（3月末現在）。 過日、 J&Jのワクチン開発の

ニュースが多くの人々に希望を与えました。 社員

もJ&Jの一員であることに誇りを抱きました。 J&J

は10年前にワクチン事業に参入しましたが、この

戦略は失敗だったと投資家から非難され続けました。

しかし長期的視点で投資を継続し現在に至ります。

今、 我々は一丸となって眼前の難局に立ち向かっ

ています。 会社は顧客への責任と社員の安全確

保に全力で取り組んでいます。 同時に、 地域社

会への貢献のあり方も短期、 長期の両面で考え

ています。日々、「我が信条（Our Credo）」の

価値と意義をあらためて認識しています。

　2019年は、 社会貢献活動が我々にとっての

“当たり前 ” にさらに近づいた1年でした。 個人

的に継続している福島浪江町との交流、 夏の

台風による水害地域でのボランティアなど、 印

象深い活動を行いました。 また口唇口蓋裂治

療サポートも定着してきました。 今後も社会貢

献が身近なものになり、 社員皆が世の中とのつ

ながりを感じる機会となることを期待していま

す。 そして、 社会貢献が日々の“当たり前 ” に

なっていくよう、私自身も行動していきたいと思っ

ています。

社会貢献を日々の
“当たり前 ”に

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
メディカル カンパニー

代表取締役プレジデント

玉井 孝直

　コンシューマー カンパニーは毎 年 恒 例の 

ドナルド・マクドナルド・ハウスのチャリティーリ

レーランにチームで参加。 部門の垣根を越えて

ワンチームとなり、 健康と社会のために走りま

した。 またオフィス周辺の清掃活動も行い、 日

頃お世話になっている地域の皆さんへの感謝を

表しました。 社会貢献を特別ではなく、 当た

り前のこととして日々実践する組織をつくりたい。

Servant Leadershipの精神に則り、 社員の手本

となって社会貢献にエネルギーを注ぎます。

Servant Leadershipの
精神に則って

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
コンシューマー カンパニー
代表取締役プレジデント

黒木 昭彦

　高齢化が進む日本では白内障手術治療を受

ける患者様が年々増加しています。 治療に用

いられる眼内レンズも単焦点レンズの他、 遠

くと近くが見えて眼鏡装用を軽減できる多焦点

レンズの普及により、 術後の視力だけでなく、

見え方の質や眼鏡に依存しない生活に対する

関心や期待が一層高まっています。 そのような

人々のSee Betterへのニーズに応える活動はビ

ジネスを超え、 人々の結びつきや生活の質の

向上をサポートする社会貢献につながると感じ

ています。

   See Betterのニーズに応え、
生活の質向上をサポート

エイエムオー・ジャパン株式会社
代表取締役社長

岩重 恵子

一丸となり、 眼の前の
難局に立ち向かう

アクテリオン ファーマシューティカルズ ジャパン株式会社
代表取締役社長

伊藤 博夫
※2020年7月1日付で

ヤンセンファーマ株式会社に統合
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より良い社会の実現のために



　J&Jの活動は、その根本にさかのぼれば、

すべて「我が信 条（Our Credo）」に到 達

します。「我が信条（Our Credo）」は、 三

代目社長ロバート・ウッド・ジョンソンJr. が 

1943年に起草した1,000字に満たない文

章ですが、 77年の長きにわたり、 J&J の

活動を根底から支えてきました。

　J&Jのあらゆる社会貢献活動も、「我が

信 条（Our Credo）」 の第 三の責 任 「地

域社会に対する責任」 をはじめとした言

葉に支えられ、 取り組まれています。 そ

れは今後も決して変わることなく、 私たち

の活動を後押しする大きな力であり続ける

でしょう。

私たちのすべての
社会貢献活動の根底に、

「我が信条 （Our Credo）」
があります
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